
 
 

 
 

 
 





利用にあたって 

 

この統計は、総務省消防庁が実施した「救急事故等報告要領」により県内の消防本部

から報告された平成 27年 1月から 12月までの内容、及び平成 28年 4月 1日現在の状況

により作成したものである。 

 

第 3表関係 

出動件数は、消防機関が救助活動を行う目的で出動した件数であり、活動件数は、出

動件数のうち何らかの救助活動を行った件数である。 

  また、「火災」とは、何らかの救助活動を行った火災である。（以降各表において同じ） 

 なお、「その他の事故」には、誤報・いたずらによる出動も含む。 

第 7・8表関係 

  「地下」とは、地盤下に独立して設けられた地下街、地下道等をいうものであり、建

築物等の地階は含まない。 

 

救助の概況 

 

１ 救助実施体制 

平成 28 年 4 月 1 日現在、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令（昭和 61

年自治省令第 22 号）に定める基準に従い、県下の全消防本部に救助隊が設置され、救助

隊は、16 隊、救助隊員は 212 人となっている。また、救助工作車は全救助隊に１台以上

合計 18 台が整備されており、その他はしご車、ポンプ車等に救助資機材を搭載し活動し

ている。 

 

２ 救助活動件数、救助人員 

  平成 27年中における救助業務の実施状況は、救助活動件数 357件、救助人員が 333人

となっている。救助活動件数は、交通事故 142 件（39.8％）が最も多くなっており、救

助人員でも、交通事故が 168人（50.5％）で最も多くなっている。（第 7表、第 8表参照） 

-151-



-152-



-153-



-154-



-155-



-156-



-157-



-158-



-159-


	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



